
2018年8月

東海東京フィナンシャル・ホールディングス株式会社（8616）

代表取締役社長 最高経営責任者 石田 建昭

「新時代の旗手」を目指して

～新経営計画の現状と課題～



新経営計画
「New Age’s, Flag Bearer 5 ～新時代の旗手～」
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新経営計画「New Age’s, Flag Bearer 5～新時代の旗手～」
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ビジネス環境の変化

地方再生社会環境の変化

競争の激化

働き方

投資意識の広がり

高齢化
格差

デジタル時代

FSA
フィデューシャリー・デューティー

ビジネスモデル、ガバナンス

ビジネス構造の
変革
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「New Age’s, Flag Bearer 5～新時代の旗手～」

更なる経営基盤の強化と成長 戦略テーマの追求

生 産 性 革 命

同業他社M&A

資産運用会社

多様な年金・保険機能

銀行機能

海外戦略

大都市圏

組織

防衛

ライン

人間性

専門性

マーケット＆

ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄﾊﾞﾝｸ

グレート

プラットフォーム

Orque d’or
（オルクドール）

MONEQUE
（マニーク）

成熟層

ﾘﾃｰﾙ戦略の

独自展開

新経営計画「New Age’s, Flag Bearer 5～新時代の旗手～」
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出所：ＱＵＩＣＫ、ブルームバーグより東海東京調査センター作成

米FRBの金融政策と株式市場

14年1月
QEテーパリング開始

15年12月
ゼロ金利解除

16年12月
2回目利上げ実施

17年10月
バランスシートの縮小を開始

（再投資額の縮小）

18年2月
パウエル新FRB議長就任

14年10月
QE3終了

ダウ

ダウ工業株30種平均（左目盛）

（18/1）

26,616

（16/1）
15,450

15,370

（15/8）

10年物米国債利回り

（右目盛）

（18/5）

3.112

1.359

（16/7）

FFレート（右目盛）

ドル
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％



東海東京フィナンシャル・グループの
業績動向
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東海東京フィナンシャル･ホールディングスの業績
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営業収益、経常利益

営業収益（左軸） 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益（右軸）

負ののれん発生益
111.6 億円を含む

31四半期連続経常黒字

（ご参考）四半期ごと推移
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仕組債 日本株

日本株市場

業績の主な不振要因

方向性を失った

日本国債市場
新興市場の動揺
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2018年のマーケット
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業界の業績動向

経常利益
（2019年3月期 第1四半期、前四半期比）

社名
金額

（百万円）
前四半期比

1 大和証券グループ本社 25,860 ▲40.5%

2 ＳＭＢＣ日興証券 18,051 ▲20.0%

3 三菱ＵＦＪ証券HD 15,196 ▲35.8%

4 ＳＢＩ証券 14,388 ▲10.4%

5 野村HD（米国基準） 13,643 ▲70.9%

6 みずほ証券 8,775 ▲24.6%

7 楽天証券 5,108 ▲8.0%

8 松井証券 4,216 ▲22.4%

9 カブドットコム証券 2,177 ▲8.2%

10 東海東京FH 2,138 ▲61.0%

11 岩井コスモ証券 1,641 10.4%

12 マネックスG（IFRS） 1,130 ▲64.6%

13 岡三証券グループ 1,116 ▲65.2%

14 いちよし証券 1,067 ▲43.7%

15 水戸証券 509 22.7%

： 銀行系証券、 ：ネット証券

各社決算資料より東海東京フィナンシャル・ホールディングス作成

経常利益
（2018年3月期、前年度比）

社名
金額

（百万円）
前年度比

1 野村HD（米国基準） 328,158 1.7%

2 大和証券グループ本社 155,676 14.8%

3 ＳＭＢＣ日興証券 94,982 18.6%

4 三菱ＵＦＪ証券HD 84,206 ▲15.5%

5 ＳＢＩ証券 53,798 41.7%

6 みずほ証券 43,260 ▲42.9%

7 東海東京FH 20,939 57.8%

8 楽天証券 20,079 22.7%

9 松井証券 18,632 23.9%

10 岡三証券グループ 12,771 ▲17.2%

11 マネックスG（IFRS） 8,631 705.9%

12 カブドットコム証券 7,971 8.9%

13 いちよし証券 7,229 134.9%

14 岩井コスモ証券 5,465 184.5%

15 極東証券 3,567 ▲24.7%
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業界の株価動向
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株価推移（10年間）
（2007年末＝100）

今年の株価推移
（2017年末＝100）

会社名

PBR（倍）

2017/12/29 2018/8/20

東海東京 1.108 0.963

野村 0.795 0.617

大和 0.899 0.821

岡三 0.875 0.676

出所：Bloomberg

（ご参考）PBRの他社比較



東海東京フィナンシャル・グループの優位性
～ アナリストの評価 ～
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アナリストの評価

地方銀行との提携合弁証券（JV）

マーケット部門の拡大

富裕層ビジネスの拡充

配当政策

ガバナンスとフィデューシャリー・デューティー

「新時代の旗手」
への期待
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全国地方銀行預金量 上位20行（2018年3月末）

★ :証券子会社あり

※東海東京フィナンシャル・ホールディングスの提携先

提携先 預金量（兆円） 証券会社名 営業開始

1 コンコルディアFG 15.4 浜銀TT証券 2008年11月

2 ★ めぶきFG 13.9
3 ★ ふくおかＦＧ 13.7
4 ★ 千葉銀行 12.0
5 ほくほくＦＧ 11.0 ほくほくTT証券 2017年1月

6 ★ 静岡銀行 9.5
7 山口ＦＧ 8.7 ワイエム証券 2007年10月

8 ★ 九州ＦＧ 8.3
9 西日本ＦＨ 7.8 西日本シティTT証券 2010年5月

10 ★ 七十七銀行 7.4
11 ★ 広島銀行 7.1
12 ★ 京都銀行 6.8
13 ★ 群馬銀行 6.6
14 ★ 八十二銀行 6.5
15 ★ 中国銀行 6.4
16 十六銀行 5.4 2019年度中（予定）

17 ★ 東邦銀行 5.2
18 ★ 伊予銀行 5.0
19 大垣共立銀行 4.9
20 池田泉州HD 4.9 池田泉州TT証券 2013年9月

- 栃木銀行 2.6 宇都宮証券 2017年4月合弁化

預金量計

55.8兆円

地方銀行との提携合弁証券（JV）
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国内ネットワーク

• 東海東京証券 : 65 拠点
• 提携合弁証券 : 76 拠点
• 髙木証券 : 12拠点

東海
42店舗

(うち愛知32店舗)

九州
1 店舗

中国
/ 四国
4 店舗

甲信越
2 店舗

東北
1 店舗

関東
12 店舗

(うち東京8店舗)

宇都宮証券

(6 営業拠点)

(7 営業拠点)

ワイエム証券

西日本シティTT証券

(19 営業拠点)

(22 営業拠点)

浜銀TT証券

(17 営業拠点)

池田泉州TT証券

(2018年6月30日現在)

(5 営業拠点)

ほくほくTT証券

近畿
3 店舗

ETERNAL
(保険テラス 63店舗)
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地方銀行との提携合弁証券（JV）
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マーケット部門 トレーディングフロア



18

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

上期 下期 上期 下期 上期 下期 1Q

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年

3月期

（億円）

米国株式売買高

マーケット部門の拡大

-2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

上期 下期 上期 下期 上期 下期 1Q

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年

3月期

（百万円）

その他

外国債券・仕組債・為替トレーディング

外国株式トレーディング

国内債券トレーディング

国内株式トレーディング

（組成にかかる収益および既発外債・為替収益）

*東海東京証券社内管理上のデータに基づく数値

*管理会計上分類できない数値を「その他」として計上

商品別収益 顧客別フロー収益
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14.8%

富裕層ビジネス
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25.9%
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11.4%

ハイ・
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16.6%
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32.7%

ミドル

40.7%
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5.9%

非対面

2.0%

リテール部門の預かり資産における富裕層比率

ハイ・ウェルス ：預かり資産1億円以上
ウェルス ：3,000万円以上1億円未満
ミドル ：500万円以上3,000万円未満
マス ：500万円未満

2013年3月末

2018年3月末

リテール部門の収益における富裕層比率

2013年3月期

2018年3月期

メンバー専用のプライベートサロン

担当顧客数を絞り、エキスパートが
ワンストップで長期にわたり対応

多種多様でプレミアムなイベントを
開催

メディカルコンサルティング／提案

など
※ご入会には内部審査があります。

《オルクドール》

株式委託手数料割引

国内投資信託手数料・外国為替
スプレッドポイント還元

健康サポート

プレミアセミナー

など

※本サービスのご利用には取引条件などが
あります。

《プレミアクラブ/プレミアVIPクラブ》

富裕層向けサービス内容
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配当政策
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■東海東京証券「お客様本位の業務運営に関する取組み方針（抜粋）」

お客様ファースト

最善の利益
利益相反の管理

ふさわしいサービス

手数料等の明確化

重要情報の

わかりやすい提供
従業員の動機づけ

ガバナンスとフィデューシャリー・デューティー

■ガバナンス

社外取締役の役割重視

業務執行機能と監督機能の明確化

指名・報酬委員会の設置



経営計画への取組み状況
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「New Age’s, Flag Bearer 5～新時代の旗手～」

更なる経営基盤の強化と成長 戦略テーマの追求

生 産 性 革 命

同業他社M&A

資産運用会社

多様な年金・保険機能

銀行機能

海外戦略

大都市圏

組織

防衛

ライン

人間性

専門性

マーケット＆

ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄﾊﾞﾝｸ

グレート

プラットフォーム

Orque d’or
（オルクドール）

MONEQUE
（マニーク）

成熟層

ﾘﾃｰﾙ戦略の

独自展開

新経営計画「New Age’s, Flag Bearer 5～新時代の旗手～」



24

富裕層ビジネス

オルクドール

メンバー数・預かり資産

0

500

1,000

1,500

2,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
預かり資産（左軸）

メンバー数（右軸）

（億円） （人）

オルクドール サロン

《名古屋》

エントランス、ラウンジ、

ダイニング、応接室、

セミナールーム、

多目的ホール、

はなれ（和室） など

《東京》

(イメージ図）

2018年4月より東京でもメンバー向けサービス展開開始

サロンは2019年春、日本橋高島屋三井ビルディングにオープン予定

エントランス、ラウンジ、レストラン、応接室、セミナールーム、
多目的ホール、屋上庭園 など
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ライフプラン

スマホによる少額投資

次世代ビジネス戦略

IFA ネットワーク

コンサル（投
信の窓口コン
シェルジュ）

FinTech

リサーチ
（投信の窓口
ファンドラボ）

ネット

TT
オンライン

証券

[トラノテック]
おつり投資

決済

《将来》

ローン

FinTech

ポイント

髙木、エース
（IFA）

流通系 保険代理店携帯キャリア

マニーク 地銀向け
マニーク

[お金のデザイン]
ロボアド「THEO」
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マーケット部門の体制強化

外株商品
強化

グローバル
トレーディング

エクイティ
ビジネス

仕組債
内製化

国債
電子取引

ビジネスインフラの増強

商品の多様化

月間
30億円体制

システム
高度化

要員増強



27

グレート・プラットフォーム・スキームの拡充

証券会社

IFA地方金融機関

プラットフォーム先

2018年6月時点 58社

《新規提供機能》

FinTech
（IT/AI）

資産運用

保険

富裕層

M&A

信託

MONEQUE

相続

《グレート・プラットフォーム》

ワイエム証券

浜銀TT証券

西日本シティTT証券

池田泉州TT証券

ほくほくTT証券

宇都宮証券

（十六銀行）

地
方
銀
行
と
の

提
携
合
弁
証
券

証券

オペレーション

情報

投資銀行業務

教育
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RPA
ペーパーレス

人事革命

ビッグデータ

店舗統廃合

生産性革命と人事革命

生産性革命

専門性 人間性
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「新時代の旗手」をめざして

市場部門の

パワーアップ

富裕層ビジネスの

新旗手

規律の文化社員総活躍

デジタル時代への挑戦 プラットフォームビジネスの覇者

経常利益
300億円体制

ROE
10~15%

預かり資産
10兆円
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野村

三菱UFJ
モルガンS

大和

SMBC日興

みずほ

「新時代の旗手」をめざして

東海東京フィナンシャル・グループ

“New Age’s, Flag Bearer 5”



お問合せ先:
東海東京フィナンシャル・ホールディングス株式会社

広報・ＩＲ部 Tel: 03-3517-8618 Fax: 03-3517-8314
E-mail: fh_ir@tokaitokyo-fh.jp

 本資料は、最新の業績等に関する情報の提供を目的とするためのものであり、当社が発行する
有価証券の投資勧誘を目的としたものではありません。


